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研究成果の概要（和文）：本研究はアレクサンドル・ドゥリチェンコ（1981）が提案した国家語ではない小規模
の文章語（の試み）である、スラヴ・ミクロ文語について、東欧革命から約30年過ぎた現在の視点から再考を試
みるものである。社会言語学の様々な理論を分析枠組みとし、より一般的な文脈で今日のスラヴ・ミクロ文語の
特徴を分析した。本研究の特に重要な成果として次が挙げられる。１．ドゥリチェンコの分析対象に無いブニェ
ヴァツ語、ポドラヒア語、ゴラニ語などの現状を明らかにした。２．バナトブルガリア語、カシュブ語、シレジ
ア語などの21世紀の動態を明らかにした。３．国際集会や様々な共同研究・調査で国際研究グループの構築を達
成した。

研究成果の概要（英文）：Taking as a starting point a series of seminal works on the so-called Slavic
 literary micro-languages whose theory has been advanced by Dulichenko (1981), this project has 
investigated the dynamics of the Slavic literary micro-languages particularly after the political 
changes in Eastern Europe　of the last almost three decades. The project has also made use of 
various modern sociolinguistic theories in order to place the specific features of the Slavic 
literary micro-languages in a broader context. The main achievements are found in the fact that this
 project has: 1. discovered and analyzed various new micro-languages, such as Bunyev, Podlachian, 
Gorani, etc., in part based on detailed field works; 2. updated dynamics of the languages, such as 
Banat Bulgarian, Silesian, Kashubian, etc.; 3. developed international collaboration with 
distinguished scholars, having organized three international symposia in Japan that resulted in 
various publications, including co-authored articles.

研究分野： 確認中
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１．研究開始当初の背景 
スラヴ世界には、ロシア語やポーランド語を
筆頭とした比較的大きな規模の標準語が数
え方次第で 13～15 あるとされている。その
一方で、この数に含まれないスラヴ諸語も存
在する。様々な時代背景および文化的・政治
的文脈の中で、言語文化的なマイノリティに
より、数多くの小規模な標準語形成の試みと
実践が行われてきたが、伝統的なスラヴ語研
究では必ずしも十分に研究されていたとは
言えない。このような「国家語」ではない小
規模なスラヴ諸語に関する社会言語学的研
究は、1981 年にアレクサンドル・ドゥリチ
ェンコが「スラヴ・ミクロ文語：その形成と
発達」を上梓したのに端を発するが、刊行か
ら 30 年以上経た現在、とりわけ、東欧革命、
ソ連崩壊、ユーゴスラヴィア崩壊、加えて旧
東欧諸国の EU 加盟などを経た今日の視点か
ら、当該現象について総合的にアップデート
する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東欧革命および EU 拡大に連動し、
再活性化あるいは誕生したスラヴ世界の言
語的マイノリティによる様々な文語（スラ
ヴ・ミクロ文語）活動の変化と現状について、
主に社会言語学的局面から、またその言語構
造の変化の傾向を総合的に記述・分析するこ
とを目的とする。従来のスラヴ語研究の枠内
にとどまる研究とは異なり、本研究では当該
分野で研究枠組みとして顧みられなかった
より汎用性の広い研究分野を共通の分析領
域とし、スラヴ語学者に加え、ゲルマン語学
者やロマンス語学者を含めた国際的な研究
チームで詳細な現地調査を行った上で、１）
各文語の形成過程と使用状況を分析し、２）
それを言語横断的に比較・分析し、類型化を
行い、３）上記の複数の研究領域の枠組みの
中で、スラヴ・ミクロ文語の現状の位置づけ
を明らかにすることを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ドゥリチェンコのアプローチで
は不十分であった分析理論、フィールド、類
型の視点から分析を行う。理論面では、言語
政策、言語計画、言語管理、言語再生、言語
景観論といった社会言語学の様々な一般論
の枠組みから、またその変化の傾向や背景と
して言語接触論を踏まえたうえで、ミクロ文
語の状況と現状を分析する。現地での調査で
は、様々な立場の言語使用者のインタビュー
調査を行い、加えて現地出版物やインターネ
ットでの言説の分析を行う。類型化の際には、
特に東欧革命以降のミクロ文語の状況のパ
ターンに着目し、１．「再生ミクロ文語研究」
班、２．「新生ミクロ文語研究」班の 2 班体
制で進めた。 
 
４．研究成果 
各事例を総合的に分析した結果、旧体制崩壊

後一時的に活発化したミクロ文語は、従来の
文章語の伝統がある場合（例えばカシュブ語
やバナトブルガリア語など）には、比較的す
ぐに復興に取り掛かっているが、必ずしも順
調に発展を遂げたわけではなく、活動が止ま
ったもの、停滞したものなどもあることが明
らかになった。後者はとりわけ新興のミクロ
文語である。その原因はさまざまであるが、
いずれの場合も、現実の言語使用とは乖離し
た急速な標準化への志向、また経済的要因が
極めて重要なファクターであることが明ら
かになった。一方で、シロンスク語のように、
これまで十分な文章語の伝統がなくても、国
内の他のマイノリティとの連携（例えばカシ
ュブやウェムコ）や国内外の多言語主義のも
とに、一定の成功を伴って発展を遂げる新興
言語があることが明らかになった。なお、研
究期間内に行われた3回の国際シンポジウム、
刊行された研究論文集が、その具体的な成果
として挙げられ、特に The Palgrave Handbook 
of Slavic Languages, Identities and 
Borders は、複数の書評が有力研究誌に刊行
されるなど、国際的に大きな反響があったこ
とは注目に値する。なお、2017 年中にドイツ
の Biblion Media 社より、国際シンポジウム
に基づく研究論文集が 1冊刊行される。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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